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【目的】腎細胞癌の骨転移に対する放射線療法や抗癌剤投

与は無効であり，cytokine療法も奏効していない．一方

骨転移の発育は緩徐な場合が多いため，ADL向上という

点から外科的治療の成績が必要とされてきた．腎細胞癌

の脊椎転移に対する治療経験をもとに，術式選択，手術

適応について検討した．【方法】1990年からの10年間に腎

細胞癌の転移性脊椎腫瘍に対し外科的切除を施行した１４

例，（平均年齢:61.9歳，男性10例，女性4例)を対象とし

た．腫瘍局在高位は類推2例，胸椎8例，腰椎4例であっ／

九腎細胞癌の治療後に脊椎転移が診断された症例が１０

例，腎細胞癌の診断時既に脊椎転移が存在した症例が４

例であった．術式は脊椎全摘術が11例，腫瘍掻爬および

固定術が2例，後方除圧固定が1例であった．【結果】14例

中全症例に術後に痔痛の改善を認めた．また術前に神経

症状を認めた8例中5例に術後に神経学的所見の改善を認

め，３例は不変であった．脊椎への単発`性骨転移の8例は

､術後生命予後が良好であり(平均42.0±３１．７ケ月)，多
発性骨転移や主要臓器転移を合併する6例は不良であっ

た(6.5±２８ケ月)．特に術前にCRPや血沈値の高かっ

た4例は全て多発性骨転移や主要臓器転移を有し，術後

生命予後が短かった(平均5.4±２．８ケ月)．【考察】腎細

胞癌の骨転移は泌尿器科的な病期分類では進行病期に分

類されるが，発育様式からslowgrowingtypeとrapid
growingtypeに大別されるため，これらの病期分類を用

いた生命予後の評価は難しい．今回の検討では単発性脊

椎転移例の術後生命予後は良好であり，多発性骨転移例

や主要臓器転移を伴う症例は不良であった．術前の血液

学的炎症反応が陰性であった症例の術後生命予後は良好

であったが，高かった症例は全て多発性骨転移や主要臓

器転移を伴う症例に相当し，術後生命予後は有意に短

かった．以上より，術後生命予後が良好なslowgmwing
typeの因子として，１)骨転移が単発性である，２)主要臓
器への転移がない，３)術前の血液学的炎症反応が陰性で

ある，の3点が挙げられる．一方〆多発性骨転移や主要
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